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ひとこと

２０１３年７月１０日・１７日に“ビブリオバトル in ライフデザイン”が開催されました。

日本文化学科１年生の必修授業である“ライフデザイン”（担当・清水均先生）と図書館とのコラボレ

ーション企画です。

１０日予選会は各組４人による戦いが３回行われ、それぞれのチャンプ本が選ばれました。翌週１７日の決

勝ではそのチャンプと先生推薦枠１名の４名による決勝が開催され、ライフデザイン２０１３年度のチャンプ

本が決まりました。

ライフデザイン担当の清水均先生から

「本当に出来るんだろうか�」…昨年より図書館の菊池さんから提案していただい
ていた「ビブリオバトル」を「ライフデザイン」の授業で実施することに対して、私

は少なからず懐疑的であった。その理由は「うちの学科のシャイな学生たちに本の魅

力を伝えるためのパフォーマンスがちゃんと出来るんだろうか？」ということだっ

た。

杞憂であった。開始直後から展開された彼ら、彼女たちのパフォーマンスは私の予

想を遥かに超えて「過激」であった。「え�これがいつものあの彼、彼女�」という
良い意味での裏切りにあったのだ。しかも、決してパフォーマンスの「過激さ」だけ

が売りになるのではなく、バトラー各々が語りたい本の魅力こそが、彼らの誠実なパ

フォーマンスによって十全に聴衆に伝えられ、受け入れられる瞬間を私は目撃するこ

とになったのだ。いや、正直に言おう。私はバトラーたちの振る舞いから自ずと浮上

するその人間性に「感動」したのだ。 （人文学部教授・日本文化学科長）

いろんな形で

「本」と出合う…ビブリオバトル
日本文化学科

in ライフデザイン

ビブリオバトルって…？

ビブリオバトルは誰でも開催できる本の紹介コミュニケーションゲームです。（公式ウェブサイト
より）
お気に入りの本をもって集まり、５分間で本を紹介し、「一番読みたくなった本」＝「チャンプ本」
を投票で決めるというもの。書店や大学、図書館など、全国で開催されています。

聖学院大学のビブリオバトル

聖学院大学でビブリオバトルを実施したい授業や団体の方は、図書館にご相談ください。実施方法
や機材の貸出など図書館がサポートいたします。ビブリオバトルで本と出会い、ついでにプレゼン
テーション能力も磨いちゃいましょう！

一一言言
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